








































































































































































































































































































修は曽於郡末吉町の出身で， 1912 (明治年6月生れの29歳。当時，満州国奉天 r¥i (現在の中国
東北部・洛陽)の鉄西在j両国民学校の教諭をしていた。和は27歳で花嫁となり，白身が養成した(開
はなかったけれども彼女らと同じように!波満j した。
1932 (昭和 7)年の|満州国」建国以来，農業移民の入植が本格化L，1936 (昭和 11) 年 )，L~ 田弘毅














とんで行くタ 二ングポイントド当たって ¥t¥ l~ しかし尽Jj~ は百干しいことは安LI
中止を決定す7月





























































19~ ?J ( 
で(アンパイ)の在満国民学校に移っていた。ここはいわゆる
で暮らしていに戻り 1 5'き揚げまで
































まるが施行され， i 6・3制j1947 (昭和2)年は
i助産婦Jの名称もこの年きが見られた年ししなど，さまざま
































































された。その頃子ども を呂的として学校にy し!~_ 1，-， 
を配置してその人奇に1高山田jでも町]→内ことが進められていた
























































































































ク、l の免許を取ってヲ 産やj木浴l二走り回った。 に乗っていると り向かれる時代
てJ プごっ
その頃， 一古同 たちが発起人となって「さつま狂句の会jができた。手口 入会してヲ
LてZl しみのひとつである。単車を題材に
“ボロ ひとしミかλノげで きし止まっ" (ボロ X に止まってしまった)
り頃は「家族計画」 ということが唱えられており，和は「助 の看板と同時に，
の看板も出していた。 ん着くとそれま されていた結











認められたことで. 1949年に24万件だった中 には49万件にはね上がハタ しておけな
となった o.
















L. Iよなされていたとのことであるが， どもを産みたくなくても したから仕方なく， としミう
かったのでヲ和の話を ん に聴いてぐれた。ベッサ 1)~な だとし¥う♂7で
期を利用するオギ/式の説明をすると女の人 ノ" ， 男の人の かりカ'，;!しミ(J) . 
















































































































(2)森重孝 「明治の鹿児島医学史(その日)J 鹿児島医師報(第25巻第11号 No.297 1986・11)。同「鹿
児島の医学J (春苑堂 1993・1)。なお，吉井和子・有馬恵子・森田恭子「鹿児島女子教育史の研究E
明治期の私立各種学校 J (鹿児島女子短期大学附属南九州地域科学研究所報 第 11号 1994・1)に













(7) 1日本の歴史⑫ アジア・太平洋戦争J (集英社 1993・1)，井出孫六「終わりなき旅J(岩波同時代ラ







の灯は消えず 生活改良普及員の活動一J(友和双葉会 1993 . 10)参照。
(13)注 (4)に同じ。





「日本地名大辞典 46 鹿児島県J (角川書庖 1983・3) 
99 
関去、lt子炉佐lrj~問 J
「昭和史事典講談社 198J . 3) 
!iチ真集 女たちの日間口史J (;人;月害賠 1986・1i 
[続出鳥県史第4巻 1 (1943弓 3) 
!大!ぬiUn士、(1969. 
li 仁誌J (1966・11)
l卒!日 本向|かごLま人紀行 (785)出'j ~lj ②J (199:3・ 11. 20) 
橋 恵子[赤丸ゃんをi走むということ 社;会 ;y~からのごころみJ (刊本放送出版協会 1994 . ![) 






抜水干11.¥へのインタピユレ，録音テ」ブの起こし作業， !頁桶作成については 9 鹿児島久性学研究会会員、の T
υい:コチ， 子両氏に会i白的に負っておりますの「はじめに~. J は f石氏， I':i ~おわりに/j、有卜氏íJ'
ぞぐよれ分担して実際的な仕事をしてくださったことを明記しておきます。
Jノ支えk.E¥;;につい、ては， ]9幻年2月2411 1南日本新聞」の「生きいきシニアらいふ|のコーナ...ごも紹介されま
!二ハ
おa 本稿執筆 1ドlごJ放水H:(1)jU'li夫君修氏が亡くなられました。衷心から哀悼の意を捧げたいとイ了じます。
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